
休眠預金制度においては、「どのような社会課題を解決し」、「どのような成果を目指すのか」、「そのための道筋（プロセス）
は適当か？」という点を明確にし、事業を申請するという点が従来の助成金申請とは大きく異なる観点です。
この講座では、申請書の特徴を踏まえて、北海道NPOファンドが公募する助成事業の意図から始まり、助成金申請の基礎
知識、休眠預金制度における事業戦略についての理解や申請書に記載する具体的な事業の検討を行います。
すでに申請を検討中の方はもちろん、これから様々な助成金申請を考えている団体の方にも参考になる内容です。
申請前に本講座を通じて事業設計を良く検討しておくことで、採択後のスムーズな事業開始に繋げることが出来ますので、
申請をお考えの方はぜひご参加をご検討ください。

特定非営利活動法人ソーシャルバリュージャパン コンサルタント
北海道札幌市出身。北海道の大学を卒業後、中間支援組織 NPO法人ETIC.に参画。
現在は、地域への社会的インパクト評価導入支援をテーマとして活動を行っている。その
他、主に若者人材育成や就労支援プログラム等の社会的インパクト評価を担当。休眠預金
等活用事業においては、資金分配団体3つ、実行団体7つの評価伴走を実施している。

・休眠預金制度における資金分配団体の戦略
・休眠預金事業が求める「事業戦略」とは
・実際に「事業を設計」し、申請書を記載してみる～成果を意識した事業設計とは～

＜お問合せ＞
認定NPO法人北海道NPOファンド （担当：遠藤・久保・齊藤・中西・高山）
メール ： info@hokkaido-npofund.jp TEL : 011-200-0973 ／ FAX : 011-200-0974

・北海道NPOファンドの休眠預金助成事業「地方における学習・能力向上機会の拡充に
よる選択格差の解消」事業に申請をお考えの方
・それ以外にも助成金申請をこれから考えている団体の方


